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総務省消防庁が発表した「住宅用火災警報器の設置率等の調査結果（標本調
査）」（平成30年6月1日時点）によると、全国の世帯の「設置率」（1か所以
上）は81.6%となっていることがわかりました。福島県は、74.6%と全国を下
回り、47都道府県中43位となっています。
「住宅用火災警報器」は、火災の際に煙や熱を感知して音声やブザー音で警報

する機器（住警器とも略されています）で、平成16年に消防法が改正され、戸
建を含むすべての一般家庭の住宅にその設置が義務付けられました。
新築住宅は平成18年6月1日から、既存住宅は市町村条例により平成20年6月

から遅くとも23年5月末までに設置が定められています。今年は、新築住宅の設
置義務付けが始まってから10年目となります。
失火を原因とした住宅火災（平成26～28年）で住警器を設置している場合は

設置していない場合に比べ、死者の発生は約４割減、焼損床面積・損害額は半減
するという結果が出ています。

11月に入り、日が落ちるのが早くなりました。秋の深まりを感じます。長い夜の季節です

ね。先月の皇后さまの誕生日の会見で、「公務を離れたら、これまで読みたいと思って求めた

まま手つかずになっていた本を読めるのではないかと楽
しみにしています。ジーヴスも２、３冊待機しています」と

話されていました。シーヴスは執事が活躍する探偵小説です。
楽しい本を読みふけるにはいい季節ですね。

住警器は火災を感知するために常に作動し、
その電池の寿命の目安は約10年とされ、初期
に設置した多くの機器が電池切れや部品劣化
を迎えるため、点検が必要となります。
また、高齢化の進行とともに、住宅火災に

よる死者のうち高齢者が占める割合が増加
（平成29年に73％）していることから、消
防庁では、広く、住宅防火・防災意識の啓発
をしています。
「いざ」というときに適切に作動するため

にあらためて、ご家庭の住警器の点検をして
みましょう。
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